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Abstract   
This study analyzesJapanese tutorsl（JT）and Chinese tutorsl（CT）perceptions and  
behaviorin theInternationalExchange Summer Program 2008 0f Yamagata  
University，uSing a questionnaire andinterviews．The resultsindicate that both CT  
andJ．T deepened their exchange and tried to emulate each other’s strengths throug・h  
interaction．Though CT helped with the communication betweenJT and Chinese  
participants（CP）as aninterpreterin many cases，JT sometimes filledin the gaps of  
CTIs Japanese knowledg・ein order to answer・CP’s questions．CT，JT，CP，eaCh  
recognized eachother■s value，To further thestudents■performance，itisimportant  
that we give more opportunities to provide a good g・rOunding，nOt Only at events or  


















る．   
その一つとして，2007年から1，2の大学ではこ  






























2．「エ学部国際連携サマープログラム2008」   
の概要   











2．2 チューターについて  
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2．2．2 チューター参加活動   
チューターは午前の専門講義・日本語授業及び  
lbble2 TutorBackgroundlnformation  
JT（7）   CT（5）   
SeX   male4，female3   male3，female2   
undergraduate  2   undergraduate  l  
Grade  
postgraduate  5  postg・raduate  4  
（mastercourse   5，   （mastercourSe   l， 
doctoralcourse  O）   doctoralcourse  3）   
Tutoring   yesl   yes l   
eXperlenCe   no 6   no  4   
yes 6 
○verseas  （aim：travel・home－Stay・   yes l   
travel   volunteeractivity・   no  4   
eXperlenCe  internship）  （exceptJapanandChina）   
nol  
TOEICscore   Japaneseability  
1essthan300 1   （selfevaluation）  
Language  
300－400 1   
ability  
400－500  2  intermediate l  
500－600  1   10Weradvanced  2  
600－700  1  advanced  2   
no score l  
1本稿では「接触」を、第二言語習得研究における用法に準じ、「人と人とが対面し、コミュニケーションを行うこ  
と」と定義する。   

















































4．1 CTからの視点  
（1）参加動機   
CTの主たる参加動機は，「国際交流への興味関  
■ねbIe3 Di汗erencesbetweenGeneralTutDrSandSPTutors  
General  S  P   
（inthecaseofYamagataUniversjty）  
Period   Long（genera11y，什omAprilto  Short（11days）  
February．）   timeoftutorialactivity  
Twice／aweek，about4hours（in  averageJT32．8hours、  
thefacultyofEngineering）   CT21．4hours   
Number  
1：1   morethanl：mOrethanl   
tutor：tutee  
Nationality   Japanesetutorornativetutor  Japanesetutorand  
native（Chinese）tutor   
Role   Studysupport、advicefbrlivlng，  SupPOrtfbrlivlngand  
interpreting and other SPactivjties．ItispossibletoerりOy  
COmrnunicationsupport   theprograminthesamepositionas  
tutees．  











の発言を以下に示す．＜ ＞部分は筆者による補  
足である．（）中のCT後の数字は，チューター  
ナンバーである．  























は個人差が見られる、  （2）CT同属内での関係  











































ことが非常に大事なのである．   
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・「今の大学生は私の時代と違うことを感じた」   
















































もあるし」（CTO5）   












・「英語を使っての交流や発表をして，その英   
語の能力は自分より高いかもしれない．（中  
略）英語をもっと勉強しなければならないと  


























い 〈情報が必要な〉 ときにはJTにCTが聞い  
た」（CTOl）  
・「CTは日本にいてもわかってない部分があ  




































・リーダー の役目を担ったJTのコメント  
「リーダーの仕事を他の人が理解していなかっ  






















2 詳細は下記URLを参照のこと。http：／／www．meti，gO．jp／policy／kisoryoku／   
















② 同属内の他メンバーから学んだもの・得たも  












































なに簡単にできることじゃないと思って」   













「今も連絡をとりあっている」は2名であった．   
「今も連絡をとりあっている」の2名は，CTが  
「全員」であったのと比較すると少ない．また，  
その内容がチャットによるたわいもない詣である   
（2）CTとの関係  
① 期間中及び現在の交友度   
話す機会は5段階評価中（1：全くない－5：とて  
も多かった），4．1であった．期間中は「私的な話」  





4．3 CPをとりまく関係   
4．1，4．2で上述された各関係をキーワードとと  







































































（2）語学学習についての意識変化   
語学，特に，英語の能力を高めたいという意識  
は，CT・JTともにほぼ全員（11名）に見られ  
た．JTの場合は，常日頃から必要性は感じてい   
山形大学紀要（工学）第31巻 平成21年2月  48  





















・「英語をもっと話せるようになりたいと思い，   
少しずつTOEICの勉強をしている」（JTO2）  
・「もっと勉強しなきゃいけないと思った．み   
んな＜＝CPらは＞私たちが知らない単語を  
いっぱいしゃべってた．海外の大学生は私た  
ちよりベラベラなんだと思った」（JTO3）   









】nformationexchange expandingofassociation  
○：member，”・・・叫）：perception・車重：conversation，〔〕1anguage  
Fig，1Communicationinteraction   
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5－2．CTとは仲良くなれましたか，（5段階尺度   
による選択）  
6．CTとのつきあいの中で，何か感じた（考え   
た）ことはありますか．（記述）  
7－1．CP（協定校からの中国人参加者）と，話   
す機会はありましたか．（5段階尺度による選択）  
7－2．CPとは仲良くなれましたか．（5段階尺度に   
よる選択）  
8．JT，CT，CPが一緒に活動して，良かっ   
たと思えることはありましたか．（選択→記述）  
9．他のJTから何か得たもの，学んだもの，考   
えさせられたことはありますか．（記述）  
10．CTから何か得たもの，学んだもの，考えさ   
せられたことはありますか．（記述）  
11．CPから何か得たもの，学んだもの，考えさ   
せられたことはありますか．（記述）  
12．S Pでの経験を経て，次の事柄に変化はあり   
ますか．  
（1）外国や外国の方々との関わりに対する考  
えに，変化は・・・   
（Yes，No選択→記述）  
（2）今後の自分自身の語学学習の取り組みに  
ついて，変化は・・・   
（Yes，No選択→記述）  
13．最後に，このS Pを振り返って，何かコメン   
ト・意見・感想があれば教えてください．（記述）   
参考文献   
1）八代京子，町恵理子ノJ、池浩子，磯貝友子：異文   
化トレーニング：ボーダレス社会を生きる，三   
修社，pp．249－255（1998）．  
2）P．S．Adler：The Transitional   
Experience：An Alternative View of   
Culture Shock，VOl．15，pp．13－23（1975）．  
3）松本久美子：留学生支援とチューター制度の   
改善長崎大学留学生センター紀要，VOl．11，pp．75－   
90（2003）  
4）水本光美・池田隆介：理工学部留学生にとっ   
て効果的なチューター制度，専門日本語教育研   
究，VOlÅpp．55－61（2004）．  
5）岡益已坂野永理：日本語研修生に対するチュー   
タリングの在り方－ボランティア・チューター   
へのアンケート調査を踏まえて－，留学生交流・   
指導研究，VOl．10，pp．105－111（2007），  
6）水本光美・池田隆介：日本人学生は学部留学   
生のためのチューター活動を通じて何を学んだ   
か，北九州市立大学国際論集，VOl．3，pp．79－86  
（2005）．  







2．サマープログラム（以下，SP）実施前，プ   
ログラムに対するあなたの期待度はどの程度で   
したか．（5段階尺度による選択）  
3－1．2．の期待度と実際の結果とを比較すると，   
どうなりますか．（選択）  
3－2．その理由は？ 何かエピソードがあれば，   
それも教えてください．（記述）  
4．JTの中でのチームワーク・人間関係はどう   
でしたか．（記述）  
5－1．CTと，話す機会はありましたか．（5段階   
尺度による選択）  
